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http://www.kansai-u.ac.jp/index.html


カンファレンス概要 
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 マイアミ，2014年6月1 – 4日 
 
 参加者 
 全体  302名 (400名@2013) 
 日本  11名 (15名@2013) 
熊本 3，名古屋 2，法政 2，京都 1，畿央 1, 
NSsol 2 (, ANI 2) 
 

 セッション 125 (138@2013) 



セッション 

3 

2012年度分類 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2013/2014年度 
分類 

Software Design and 
Development 30 30 24 36 34 54 43 Developing 

Deployment & Integration 27 
Teaching, Learning, Research 

and Portfolios 33 51 54 29 22 47 40 Using 
Getting Started,  

Awareness and Advocacy 20 

Expand Solutions 20 11 9 17 17 22 21 Growing 
Leadership and Future Design,  

Supporting and Training 22 24 36 39 28 15 9 Beyond 
Pre-Conference Session, 

General Session etc. 25 18 19 16 12 Unclassified 

合計 130 134 142 137 148 138 125 

Developing, Using, Growing, Beyond 数の順位は昨年と同様
であり，Developingが最多となっている． 



プロジェクト別セッション数の推移 
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プロジェクト 
タグ 

タグ割合 セッション数* 

2014年 2013年 
(参考) 

2014年 2013年 
(参考) 

Sakai 43% 32% 55 87 
uPortal 11% 11% 14 29 

CAS 8% 7% 10 18 
OAE 6% 8% 8 22 

OSP/KARUTA 3% 7% 4 18 
その他 29% 37% 37 101 
合計 100% 100% 128 275 

昨年に比べSakai関連プロジェクトが10%増加している． 

＊：1セッションに複数タグが設定されるのでセッション数の合計は開催さ
れたセッション数と異なる． 



コミュニティ翻訳の国際展開 
 Tech Demoセッションにてコミュニティ翻訳のデモ 

• Sakai CLE, Sakai OAE 開発チームへの紹介 
• 中国語，スペイン語翻訳チームへの紹介 
 

 スペイン語翻訳チームとの連携 
• Transifex を用いたコミュニティ翻訳 

の協同テストを実施（2014年6月～7月） 
• 複数の言語に対して利便性を評価 

• スペイン語 
• カタルーニャ語 
• バスク語 

• 従来は同じスペイン語翻訳チーム内でも 
困難であった連携が改善することを確認 

• Sakai CLEの正式な翻訳環境への採用を 
目指して活動中 

デモの様子 



Transifexを利用したコミュニティ翻訳 
 Sakaiのモジュール単位でTransifexと同期 

• “.properties” ↔ “.po” の双方向変換スクリプトを準備 

chat 

chat-impl 

chat.properties 

chat-message.properties 

chat-tool 

chat.properties 

permissions.properties 

citations 

citations-util 

chat.po 

citations.po 

Sakai CLE Transifex フォーマット変換 
(gettext) 



 Sakai 
• 多くの教育機関で利用されるCMS 
• OSSとして公開され，様々な組織が協力して開発 

• CLE: Collaborative Learning Environment 
• OAE: Open Academic Environment 

    ⇒ Apereo OAE 
 
 Sakai10 

• Sakai CLEの最新バージョン 
• 2.9.3 → 2.10 ⇛ 10 
• 現在も活発に開発が進められている 

  ・2014 8/22, 10.1 release 
  ・2014 10/4, 10.2 release 

Sakai10 
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新たな機能 
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 Core Toolの追加 
 既存Toolへの機能追加 
 LTI2.0への対応 



追加されたCore Tool 
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 Signup Tool 
• ミーティングやワークショップなどの出席管理ツール 
• ユーザが予定を入力できる 

 Delegated Access Tool 
• ユーザの権限を統合的に管理するためのツール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



追加機能 Assignment 
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• Peer Review: 学生同士での課題評価 
• グループ課題: 複数人のグループ対する課題 

 



追加機能 Forum 
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• Rank機能: 投稿数に応じたランクの付与が可能 



追加機能 Test&Quizzes, Lessons 
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 問題文などへのHTML5を用いた音声/動画の挿入 



LTI2.0への対応 
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 LTI: Learning Tool Interoperability 
• IMS Globalの定めるLMSへの機能拡張のための標準規格 
• Sakai, Moodleなどの主要なLMSで採用 
• LMSとは別サーバで稼働するので開発/運用/保守がしやすい 

 
 最新バージョンのLTI2.0ではLMSとのより密な連携が可能 

• Sakai10では最新バージョンのLTI2.0に対応 
• LMSでは初のLTI2.0対応となる 

 
 
 
 
   
 



最新情報 
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 Sakai10に関する最新情報 
• https://www.sakaiproject.org/sakai-10 

 
 Sakai10の試用方法 

• ダウンロードしてローカル環境に配備 
• SaaS形式で提供されるものを利用 
• https://www.sakaiproject.org/try-sakai 

https://www.sakaiproject.org/sakai-10
https://www.sakaiproject.org/try-sakai


OSPからKARUTAへ 
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 ｅポートフォリオツールとして 
2007年のSakai 2.4よりバンドル 

 Sakai 10 ではポートフォリオサイトが 
デフォルトDisable 

 Sakai 11 にはバンドルされない予定 
• 開発やメンテナンスの主要メンバー大学の離脱 
• レガシーなアーキテクチャ（ソフトウェアライフサイクル節目） 

OSPに続く次世代ｅポートフォリオシステム 



KARUTA 概要 
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 Apereo Incubation Project (開発支援プロジェクト) 
 2014/9/30 version 1.0 公開(ePortFolium: http://eportfolium.com/index_en.htm) 
 オープンソース 
 ソフトウェアライセンスは Educational Community License Version 2.0，

将来はApereo Contributor License Agreement を採用 
 OSPの精神を引き継ぎ，柔軟性を高めた 
 jQuery javascript, Twitter Bootstrap, MySQL (Oracle), REST API 
 モバイル対応（レスポンシブ） 
 多言語対応（英語，フランス語，日本語） 
 ブラウザでルーブリックや入力フォームなどの構造を設計可能 
 標準規格への対応: LTI v1, v2, LEAP2A 
 OSPからのデータ移行方法を提供 
 入力データのレポート（集計）機能 
 OSP マトリクス型のフレームワーク 
 ショーケース機能 
 〜2015/5 の試行期間後 ver.2.0 を公開 

 
 
 

https://www.apereo.org/content/karuta 



ハンズオンワークショップ 
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MiamiPortfolio [YourUniversityPortfolio] MiamiRubric [YourUniversityRubric] 

MiamiParts [YourUniversityParts] 

 参加者20名程度 
 ワークシートを使ったデモサイトと 

ユーザPCによるハンズオン 
 用語と設計（構造）の理解が不可欠 



大学 企業 教員・研究者・技術
者 

コミュニティの逆境力（レジリエンス） 
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多様(Diverse) 独占 (Proprietary) 

補助金＋ 
大規模大学
からの資金 
（2004） 

大規模大学
からの資金 
（2010） 

大規模大学
からの資金 
+補助金 

（2007） 

Apache License 2.0 
Educational Community License 2.0 

GNU Public License (GPL)  
Affero GPL 3 

非営利組織 営利組織 
Bazaar (バザール) Cathedral  (大聖堂) The Cathedral and the Bazaar: Musings on Linux and Open Source by an 

Accidental Revolutionary, Eric S. Raymond, Oreilly & Associates, 2001 

（資金調達） 

ウォータフォール型 アジャイル型 



まとめ 

19 

 Sakai10の発表など，Apereo Foundationが
各プロジェクトを順調に運営している． 
 

 新たなeポートフォリオシステム開発および翻
訳支援基盤の提案にてJa Sakaiはグルーバル
コミュニティのなかで大きな役割を担うよう
になってきた． 
 

 ソフトウェア開発体制は，特定のメンバー主
導ではなくフラットで多様なコミュニティに
よるソフトウェア開発体制に飛躍している． 
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